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	委員会での傍聴者の発言内容

（茨木の治水を考える会　ノムラ氏）
　ご苦労さまです。茨木の治水を考える会のノムラと申します。

今日の資料の2の35ページ、堤体損傷のリスク、超過洪水によるリスクという、このページがありますけども、これ、実は、前回の治水部会のときに、私がこれも出してほしいというお願いをした資料であるわけですね。と申しますのは、私は茨木の東宮町というところに住んでおりまして安威川の堤防の近くなんです。一番恐ろしいことは、やっぱりダムの堤体そのものが破壊するということであるわけですね。特にロックフィルダムですから、万一超過洪水ですごい大雨が降れば、その可能性はないとはいえないいうことがずっと気になっておりましたので、もしそれが起こったとすると、おそらく、私の想像ですけども、茨木川の合流点まで真っすぐ洪水が押し寄せまして、正面の右岸堤防をどんと壊し、すぐ下にJRの東海道線の鉄橋がありますから、それも壊し、私らの東宮町とか、隣の大住町、横の田中町、その辺の家も根こそぎ流されてしまうのではないかという恐怖感がありますものですからお願いしたわけです。

　今日、ご説明を聞きまして、ちょっと思いましたことは、2つの、昭和28年と47年の降雨波形で、500分の1の確率の305ミリという日雨量、これで検討していただいたということなんですけど、これを見まして、私は、むしろ不安になったということでございます。それは何かというと、この305ミリという雨量なんですね。日雨量305ミリ、これってそんな大した雨量なのかという疑問を持つわけです。昭和42年に大雨がありまして、あれで250ミリぐらい降ったんですよね、日雨量でね。たった50ミリ増えるだけ、そんなので大丈夫なのかというのが正直な印象です。

　ご承知のとおり、今年なんかも、総雨量で600ミリから700ミリ、800ミリ、1,000ミリというのが全国でわりに降っておるわけですから、あれは総雨量ですけど、日雨量で50ミリ、60ミリというのはしょっちゅういうてもいいぐらいこれから降るのではないかと思うんですね。この安威川上流地区だけが例外であるとは思うわけにはいかないですから、そうなると、非常にその辺が心配になるわけです。極論しますと、素人ですが、このロックフィルダムという形式のダムをつくること自体に問題があるのではないかと。もしつくるのであったら、コンクリート系のダムにすべきではないかという印象を受けております。

　以上でございます。


